
那覇市社会福祉施設等応援金に関する Q&A（ちゃーがんじゅう課） 

                                               令和 2年 10月 30日 

 

Ｑ１ この那覇市社会福祉施設等応援金（以下、応援金という）の目的は何ですか 

Ａ１ この応援金は、新型コロナウイルス感染症の感染リスクの高い業務に携わりながら、感染拡大 

防止のための対策を講じ社会福祉サービスの継続に努めた市内の社会福祉施設等に対し、当該 

活動への慰労とともに、引き続き感染予防対策に留意され、「新しい生活様式」に取り組みながら 

事業を継続するための支援を目的としています。 

 

 

Ｑ２ １施設当たり 10万円交付されるとのことですが、なぜこのような方法での支援になったのですか 

Ａ２ 事業を早期に実施し、施設ごとに柔軟な対応を行っていただくため、定額を各事業者へ交付す

るという形にさせていただきました。 

 

 

Ｑ３ 応援金の使途や活用方法について教えてください 

Ａ３ Ａ１でも触れていますが「社会福祉サービスの継続に係る活動への慰労とともに、引き続き感染

予防対策に留意され、「新しい生活様式」に取り組みながら事業を継続する」ための応援金となり

ます。従事者への手当としても良いですし、福利厚生の充実や、施設の状況に応じた感染対策等

を行ってくだされば結構です。 

なお、活用方法については、施設等の中で、納得感が高まるよう、従事者の皆様の意見を可能 

な限り反映していただければと思います。 

   

 

Ｑ４ 応援金を本来の目的（事業所や従事者のため）以外に使用することはできますか 

Ａ４ できません。なお、申請の時点で事業所や従事者のために使用するとしていたにも関わらず、

後から目的外に使用したことが判明した場合は、交付した応援金を全額返還いただきます 

（那覇市社会福祉施設等応援金交付要綱（以下、要綱という）第９条）。 

 

 

Ｑ５ 対象となる事業所は 

Ａ５ 以下の要件をいずれも満たしていることをご確認ください 

① 令和２年１０月２０日現在で、那覇市内に所在し休止になっていない 

② 令和２年２月から５月末までにかけて、1回でもサービス提供実績がある 

③ 要綱別表に記載がある 

 



Ｑ６ 医療機関で介護保険サービス事業所（訪問看護、訪問リハビリテーション、居宅療養管理指導）

のみなし指定を受けています。対象になりますか 

Ａ６ 令和２年１０月２０日現在で、那覇市内に所在し、休止になっておらず、令和２年２月から５月

末までにかけて、サービス提供実績があれば、対象になります。 

 

 

Ｑ７ 要綱第４条に「10 万円に対象事業者が市内で運営する社会福祉施設等の数を乗じて」とあり

ますが、「施設」はどのように数えますか 

Ａ７ 原則として、指定等を受けている事業等の単位で「１施設等」として数えます。 

なお、同一建物や同一敷地内で複数の事業を実施している場合等で、人員及び設備等の観点

から当該複数の事業が一体的に実施されていると認められる場合、「１施設等」として数えます。 

 

① 一体的に実施されていると認められる具体的な高齢者施設の例 

（＝複数の事業が一体的に実施されていると認められるもの） 

・同様のサービスを要介護者と要支援者に提供している場合 

・訪問介護と第一号訪問事業（総合事業） 

・（地域密着型）通所介護と第一号通所事業（総合事業） 

・介護予防支援と第一号介護予防支援事業 

・福祉用具貸与と特定福祉用具販売 

・（地域密着型）介護老人福祉施設と空床型ショートステイ 

・特定施設入居者生活介護と各種入所施設（軽費老人ホーム、有料老人ホーム） 

・サービス付き高齢者向け住宅が有料老人ホームの届出をしている場合 

 

② 複数の施設等として数える高齢者施設の例 

（＝複数の事業が一体的に実施されていると認められないもの） 

・建物や敷地別で、別に指定を受けている場合 

・訪問介護と訪問看護 

・訪問介護（看護）と訪問系の地域密着型サービス（定期巡回・随時対応型訪問介護看護） 

・訪問リハビリテーションと通所リハビリテーション 

・小規模多機能型居宅介護と認知症対応型共同生活介護 

・介護老人福祉施設と地域密着型介護老人福祉施設 

・介護老人保健施設における多床型とユニット型 

・（地域密着型）介護老人福祉施設と短期入所生活介護（併設型） 

・介護老人保健施設と短期入所療養介護 

・同一建物における住宅型有料老人ホームと介護付き有料老人ホーム 

 



Ｑ８ 当法人では、介護保険サービスと障害福祉サービスの事業所を運営しています。市の申請窓

口はどちらになりますか 

Ａ８ 高齢者施設、障害福祉サービス等施設の両方を運営されている法人については、それぞれ、

ちゃーがんじゅう課と障がい福祉課へ申請をお願いします。 

 

 

Ｑ９ 共生型サービスとして指定を受けています。障がい福祉課及びちゃーがんじゅう課のどちらでも

指定がありますが、窓口はどちらですか 

A９ 共生型サービスとして両課の指定を受けている場合、指定日が早い方の所管課にて受け付け

ます。 

 

 

Ｑ10 応援金はいつ交付されますか 

Ａ11 申請にあたり、まず「那覇市社会福祉施設等応援金交付申請書兼実績報告書(第 1号様式)」

を市へ提出していただく必要があります。 

  申請を受理後、内容に問題がなければ、「那覇市社会福祉施設等応援金交付給決定兼確定通

知書(第 2 号様式)」をお送りしますので、そのおよそ２週間後に指定された口座に応援金を振り込

みます。 

 

 

Ｑ11 申請書はいつまでに提出する必要がありますか 

Ａ11 各施設等において、応援金を早期に活用できるよう、目安の提出期間を令和２年 11月30日

（月）としています。 

 なお、申請が上記の期限の後になったとしても、随時受け付けできますが、この事業は令和 2年

度予算に基づいて実施するものですので、令和 3 年 3 月中に交付できるよう、早めの申請につい

てご協力お願いします。 

 

 

Ｑ12 国・県・市などから他制度による支援を受けている場合でも、この応援金の交付を受けることが

できますか 

Ａ12 他の支援制度の活用状況に関わらず交付を受けることができますが、感染対策等へのかかり

増し経費補助金（都道府県実施の緊急包括支援事業、那覇市実施のサービス継続支援事業）

にて購入した経費については重複しないようお願いします。 

 

 

 



 

Ｑ13 応援金の交付は、１回限りですか 

Ａ13 現時点では、2回目以降の事業実施予定はありません。 

 

 

Ｑ14 応援金は、課税対象収入となりますか 

Ａ14 原則としては、所得税や法人税の計算上、収入金額や益金に加えます。ただし、収入減少や

各種経費の支払いなどによって、応援金の交付を受けてもなお赤字となる事業者については、課

税所得が生じないこととなります。 

   所得税や法人税に関してご不明な点等ございましたら、法人本店が所在する所管の税務署へ

お問い合わせください。 

 

 

Ｑ15 振込先通帳の写しについて 

Ａ15 申請者（代表者）名義のものとし、写しについては、通帳表紙及びフリガナ・支店名等のある頁

を添付お願いします。 

 

 

 


